
-平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 4 施策№ 41 事業№ 44 16

事務事業名 水防対策事業
会計 一般会計 実施区分

事業種別 経常 開始 終了
H28担当課等名 危機管理室 H28係等名 防災係 H27係等名 防災係

基本計画上
の位置づけ

政策 4 暮らしと生命を守る安全安心で快適なまちづくり

施策 41 災害対策の推進

目
的

対象（誰・何を） 水防倉庫

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値

水防倉庫数 22
意図（どういう状態
にするか）

水防意識の向上

向上させたい上位施
策の成果指標

市民が災害に備えている割合（％）

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

成果
指標

備蓄品の維持管理率　　（棟数/水防倉庫数） 100 100 100 100

定性
目標

事
業
概
要

水防資機材の補充、水防倉庫の維持管理、水防計画の策定により風水害への対策を行う。

事業内容 名称 活動指標

27
年
度
事
業
内
容

１ 水防倉庫維持管理（水防資機材の補充等）
２ 上村・南信濃地区ハザードマップ作成及び説明会

１ 水防倉庫の棟数
２ （１） ハザードマップ作成枚数
　 （２） 説明会参加者数

１ 22棟
２ （１） 4,200枚
　 （２） 351名

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

事業費計（千円）① 1,577 3,103 3,043 12,399

国庫支出金

県支出金

起債

その他 1,199

一般財源 378 3,103 3,043 12,399

人件費計（千円）② 715 3,076

正規職員所要時間 200 800

臨時職員所要時間 200

総事業費①+② 2,292 3,103 6,119 12,399

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

・外水はん濫に対する水防対策としての資機材の管理を適切に実施。
・防災ハザードマップ更新に際して開催した説明会（上村・南信濃エリア）では、避難に関する新アイテムを開発し、住民の皆
様とともに、命を守るための避難について考える機会を設けた。

改革改善
の考え方

①問題
点

水防倉庫の日常的な管理、防災ハザードマップの更新及び完成した防災ハザードマップの説明会の開催など、工数
がかかる業務となっている。

②改革
提案

・防災専門員を任用して対応。
・講演会等への出向時、防災行政無線の点検時等に状況を確認するなど管理の効率化に努める。


